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 洋服を買いに街に出かけ、お気に入りの服を見つけたとき、どれくらいの人が「この服は誰

が作ったのだろう」「この安さの裏には何があるのだろう」と問いかけるだろうか。ほとんど

の人は「Made in Chinaだから安いのね」と思うのではないか。 
 最近、テレビや新聞記事で少しずつ耳にする機会が増えた「フェアトレード」という言葉

をどれだけの人が知っているだろうか。また、どれだけの人がフェアトレードにまつわる様々

な話を知っているだろうか。三省堂デイリー新語辞典によるとフェアトレードとは「公正貿易

のこと。特に第三世界を対象とする貿易について、自由競争の観点、正当な利益や貿易に伴う

環境への負荷などの観点からいう。」とあるのだが、実際には、自分の身の回りに起きている

出来事なのにも関わらず意外と知らない人が多いと思う。    
そこで本論では、欧米のフェアトレードの実情を整理するとともに、日本のフェアトレード

に携わる団体へのインタビューを通じて、彼らが捉えるフェアトレードの姿や今後の可能性、

そして筆者が研究を通じて感じたフェアトレードの姿を捉えることを目的とする。筆者の根底

にある、フェアな関係とは双方が主体となり、お互いに影響を与え合うことのできることだと

いう思いを基盤としてフェアトレードを捉えていきたい。 
 フェアトレードは、１９４０年代にアメリカで始まり６０年代にはヨーロッパで、大規模

な市民運動として南の生産者を助ける動きとなった。その後、欧米では順調にフェアトレード

が市民権を得ていくこととなる。当初は民芸品を主に扱っていたフェアトレードも、現在では、

フェアトレードの認証ラベルがスーパーマーケットや大手企業に導入されるようになり様々な

場所で食料品などのフェアトレード商品を目にするようになった。また、９０年代以降は国際

的なフェアトレードのネットワーク組織が次々と誕生している。その傍らで日本には、９０年

代から少しずつフェアトレードあるいは民衆交易という形で人々の生活の中に入ってきた。イ

ンタビューを通じて、日本のフェアトレードは生産者とゼロからの関係を継続的に築いていく

ことに重点が置かれていることがわかった。同時に、日本の消費者のフェアトレードへの認知

度の低さと、未だ北の消費者が南の生産者の生活を支援するために商品を買うという意識があ

り、生産者の自立が達成されるにはまだ多くの課題が残されているということもわかった。ま

た、生産者の「自立」も、フェアトレードの制度からの自立と、生産者が自分で道を切り開い

ていくという 2つの意味があることがわかった。最終的には、フェアトレードとは南の生産者、
北の消費者、そしてフェアトレード組織や企業にとって、新しい発見や新たな価値に気づくこ

とのできるチャンスを与えるものなのではないかというインサイトを結論とする。 
本論は、第１章でフェアトレードの流れを確認し、第２章でフェアトレードに携わる様々な

組織を分類し、第３章で国際的な広がりを見せるネットワークである IFATと FLOについて詳
しくみてみる。そして、第４章では１）ヨーロッパにおけるフェアトレードの現状と実例、２）

イギリスにおける現状と実例、２）アメリカにお現状と市民運動の流れ、そして４）欧米のフ

ェアトレード組織が抱える課題を確認する。本論の焦点は第５章以降である。第５章では、筆

者が日本のフェアトレード組織へのインタビューを通じての考察を整理すると同時に、第６章

では、筆者が考える日本のフェアトレードの現状と課題、そして可能性を考察して終わりとす



 

る。 
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